
待ちに待った登校再開
山北中学校PTA（関連記事は裏表紙に）

№202　令和２年８月１日 来て!見て!住んで!来て!見て!住んで!

Yamakita

Ｐ２〜７
Ｐ13
Ｐ15

…様々な独自のコロナ対策
…議会広報モニターの声
…あり方検？ってなんだ？？
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町
内
事
業
者
支
援
と

教
育
環
境
の
整
備
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
補
正
予
算
を
可
決

国の持続化給付金制度に該当しない、売上額が前年同月比
20％以上50％未満減少した事業者への助成金
中小事業者：20万円　　個人事業者：10万円

中小企業・小規模事業者等
持続化支援助成金

3,600
万円

持続化支援助成金とは別に、町内618社に対し支援金を給付する
町内618社：一律10万円

中小企業・小規模事業者等　
　　緊急支援金

6,180
万円

１）自宅学習支援としての課題購入費
２）オンライン授業用撮影機器購入費
３）ネット環境がない家庭へのWi-Fi機器無償貸出し

小中学校への支援
862
万円

マスク、防護スーツ、消毒・除菌剤、体温計などの購入費

感染症予防に要する経費
289
万円

国からの給付金 子ども1人につき1万円に、町から1万円を
さらに上乗せし給付する。

子育て世帯臨時
　　特別給付金事業（追加）

877
万円

１）GIGAスクール構想（※１）の実現に向けた環境整備
２）中学3年生を対象とした「やまきた塾」（※２）開講準備

教育振興事業
5,044
万円

5月　臨時会Pick up
6月　定例

会

Pick u
p

　
令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会（
５
月
15
日
）、
第
３
回
臨

時
会（
５
月
29
日
）及
び
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会（
６

月
10
日
〜
12
日
）を
開
催
し
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
定
例
会
に
お
け
る
新
規
条
例
の
制
定
は
、

総
務
環
境
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
議
し
ま
し
た
。

（
審
議
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

（※１）GIGAスクール構想、（※２）やまきた塾の詳細は６ページに掲載
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6月定例会ここが
聞きたい

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
等
緊
急
支
援
金
の
支
給
時

期
は
。

商
工
観
光
課
長　

町
民
税
務
課

と
共
同
し
、
早
期
対
応
に
努
め

る
。
対
象
事
業
者
へ
は
直
接
郵

送
で
対
応
を
す
る
。

　

景
気
回
復
の
一
環
と
し

て
、
町
内
ク
ー
ポ
ン
券
の
発

行
な
ど
の
考
え
は
。

町
長　

今
後
、
商
工
会
等
と
相

談
し
な
が
ら
町
内
ク
ー
ポ
ン
券

な
ど
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き

た
い
。

経
済
再
生
へ
の
取
り
組
み

　
今
年
度
で
閉
校
と
な
る
三

保
小
学
校
に
対
し
、
修
繕
費

が
翌
年
度
へ
繰
越
し
に
な
っ

て
い
る
が
、
内
容
は
。

教
育
長　

体
育
館
器
具
庫
他
の

床
板
修
繕
を
計
画
し
て
い
る
。

　

不
要
不
急
で
は
な
い
も
の

の
、
体
育
館
は
こ
の
先
も
避
難

所
と
し
て
継
続
し
て
利
用
し
て

い
く
こ
と
か
ら
翌
年
度
対
応
と

し
た
。

不
急
の
事
業
は
次
年
度
以
降
へ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

伴
い
、
今
回
だ
け
で
な
く
、

こ
の
先
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
、

中
止
や
見
直
し
が
必
要
と
思

う
が
。

町
長　

こ
の
先
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
機
会
に

見
直
し
、
収
支
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
も
研
究
し
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
等
の
見
直
し

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
事
業
は
、
国
か
ら
の
給

付
金
に
追
加
給
付
と
い
う
こ

と
か
。

　
ま
た
、
対
象
は
。

福
祉
課
長　

今
回
の
給
付
は
町

独
自
の
施
策
と
し
て
、
国
か
ら

の
給
付
金
子
ど
も
１
人
一
万
円

に
追
加
し
て
、
一
万
円
を
上
乗

せ
給
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
対

象
者
も
同
じ
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
に
追
加
支
援

注目質疑
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
は
三
役
が
期
末
手
当
の
減

額
を
し
な
く
て
は
で
き
な
い

も
の
な
の
か
。

町
長　

で
き
な
い
訳
で
は
な

い
。
教
育
関
係
の
支
援
策
（
や

ま
き
た
塾
等
）
に
充
当
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
三
役
の
減
額
合
計
は
約
１

０
０
万
円
と
な
る
が
、
町
の

収
支
が
見
え
て
な
い
こ
の
時

期
に
減
額
す
る
こ
と
は
、
た

だ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は

な
い
か
。

町
長　

そ
う
は
考
え
て
い
な

い
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事

態
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
た
め

に
早
い
段
階
で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

20
％
の
減
額
と
し
た
根
拠

は
。
差
を
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

副
町
長

以
前
は
、町
長
20
％
、

副
町
長
15
％
、
教
育
長
10
％
と

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は

一
律
20
％
と
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
は
、
今
回
だ
け
で
は
な
く

長
期
に
及
ぶ
。
町
単
体
で
の

対
応
よ
り
、
足
柄
上
郡
広
域

で
何
か
別
の
対
策
を
立
て
た

ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

広
域
で
の
対
策
は
現
時

点
で
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
他

町
と
は
情
報
交
換
を
進
め
な
が

ら
長
期
的
な
視
点
で
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

主
な
質
疑

◆ 減額は時期尚早であり、町の財政収支が明らかになった時点で、必要な対応を講じればいい
のではないか。なお、その際は議会も同様に考えていく必要がある。

◆ 三役一律20％削減の根拠、利用目的が不明確ではないか。
◆ 現時点で町の財政状況は不明であり、このタイミングでの減額はパフォーマンスに感じられる。

反対意見の主なもの

　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
ま
だ
ま
だ
大
変
な
時

期
が
続
く
と
思
わ
れ
費
用
も
か
か
る
。
こ
れ
か
ら
長
期
の
対
策

を
講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
に
、
町
と
し
て
ど
う
す
る
の

か
、
公
の
場
で
対
策
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。  

　

ま
た
、
他
の
町
で
も
期
末
手
当
の
減
額
や
給
与
の
３
か
月
分

減
額
の
動
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
町
民
か
ら
見
れ
ば
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
。
三
役
は
常
に

日
々
先
頭
に
立
っ
て
勤
務
に
励
ま
れ
て
い
る
中
で
、
あ
え
て
期

末
手
当
を
減
額
し
て
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
対
策
に
向
か
う
と
い
う

気
持
ち
は
、
今
は
表
す
べ
き
で
は
な
い
。

「
減
額
は
時
期
尚
早
で
は
」

清　

水　
　
　

明

反対　
　
　

山
北
町
に
と
っ
て
今
一
番
重
要
な
と
こ
ろ
は
、
町
の
経

済
の
再
生
、
学
校
の
教
育
復
旧
等
に
向
け
た
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
対
応
で
あ
り
、
一
番
町
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
少
し
で
も
早
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
常
を
取
り

戻
す
べ
く
、
今
回
の
町
の
姿
勢
を
評
価
し
た
い
。

「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を
」児　

玉　

洋　

一

賛成
討
論
と
は

議
案
に
対
す
る
「
賛
成
・
反
対
」
の
旨
と
、
そ

の
理
由
を
述
べ
て
他
の
議
員
を
自
己
の
意
見

に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
発
言
。

町三役（町長・副町長・教育長）
第３回臨時会（５月２９日）

町
長
　い

。
教
育
関
係
の
支
援
策
（
や

ま
き
た
塾
等
）
に
充
当
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

町
長
　い

。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事

態
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
た
め

に
早
い
段
階
で
対
応
し
た
い
と

6月期末手当 20％削減提案
否
決

賛
成
反
対
討
論★

★

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
緊
急
対
策
の
財
源
に
充
て

る
と
い
う
こ
と
で
、
町
三
役
の
期
末
手
当
の
減
額
の
条
例
改

正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
議
会
で
は
町
の
財
政
収
支
や
使
途

が
不
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
は

賛
成
６
名
、
反
対
７
名
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
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議案等審議の結果

第２回　定例会（６月10日～12日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

山北町原耕地地区地区計画の区域内における建築物
の制限に関する条例の制定について 6ページに掲載
・新規条例の制定に関するもの

可　決 可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

可　決 報告のみ

可　決 報告のみ

山北町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
・関係省令（上位法）の改正に伴い、文言追加するもの

山北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について
・関係政令（上位法）の改正に伴い、賦課限度額を改正するもの

山北町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
・新型コロナウイルス感染症の影響により収入減が見込
まれる対象世帯の保険料減免等を行うもの

令和2年度防災行政無線デジタル化屋外子局整備工
事（山北・岸・向原・清水地区）請負契約の締結について
・工事請負契約を締結するもの

町道路線の廃止について（No.67号 谷ケ小山線）
・使用状況にあわせて町道を整理する必要があるた
め、廃止するもの

町道路線の認定について（No.67号  谷ケ小山線  外2路線）
・現状にあわせて町道の整理をする必要があるため、
関係路線を町道認定するもの

山北町人権擁護委員の推薦について 
・任期満了に伴い、委員を推薦するもの
　「石田 玲子」氏、「小髙 達夫」氏の2名

山北町水道事業給水条例の一部を改正する条例の
制定について
・県条例（上位法）の改正に伴い、文言改正するもの

令和元年度山北町一般会計繰越明許費繰越計算書
の報告について
・災害復旧費等、前年度予算を今年度に繰り越すもの

令和2年度山北町一般会計補正予算（第3号）
・新型コロナウイルス感染症対策等に伴い、増額補正す
るもの

令和元年度山北町土地開発公社事業報告及び決算
報告について
・公社の事業及び決算を議会に報告するもの

第２回　臨時会（５月15日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和2年度 山北町一般会計補正予算（第2号）
・新型コロナウイルス感染症対策に伴い、増額補正する
もの

可　決 承　認

可　決

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

令和2年度 山北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
・新型コロナウイルス感染症対策に伴い、補正するもの

専決処分の承認について（国民健康保険条例の一
部を改正する条例の制定について）
・新型コロナウイルス感染症に伴い、傷病手当金の支給
を定めるもの

専決処分の承認について（山北町消防団員等公務災
害補償条例の一部を改正する条例の制定について）
・関係政令（上位法）の改正に伴い、補償額を改正する
もの

専決処分の承認について（令和元年度山北町一般
会計補正予算（第8号））
・新型コロナウイルス感染症対策等に伴い、増額補正す
るもの

専決処分の承認について（令和元年度山北町一般
会計補正予算（第9号））
・地方譲与税、地方交付税額確定等に伴い、増額補正するもの

専決処分の承認について（令和元年度山北町下水
道事業特別会計補正予算（第4号））
・下水道使用料減少に伴い、減額補正するもの

専決処分の承認について（令和２年度山北町一般
会計補正予算（第1号））
・新型コロナウイルス感染症対策に伴う、特別定額給付
金を支給するために増額補正するもの

第３回　臨時会（５月29日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 5ページに掲載
・町三役の期末手当（6月）の減額を行うもの

撤　回
令和2年度 山北町一般会計補正予算（第3号）
・山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例の制定否決に伴い撤回

否　決
（賛成少数）

☆賛成・反対があった議案(第３回臨時会）

議 案 件 名

山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

※○は賛成、●は反対を表しています。府川輝夫議長は、採決に加わりません。

石
田
照
子

冨
田
陽
子

堀
口
恵
一

遠
藤
和
秀

児
玉
洋
一

清
水
　
明

瀬
戸
伸
二

瀬
戸
顯
弘

鈴
木
登
志
子

熊
澤
友
子

和
田
成
功

山
崎
政
司

瀬
戸
恵
津
子

○●○●○●●●○○○●●

議員名（議席順）

〈
審
査
で
の
質
疑
応
答
〉

Ｑ

用
途
指
定
で
は
な
い
の
か

都
市
整
備
課
長　

県
と
の
協
議
の
結
果
、
人

口
減
少
の
中
、
用
途
指
定
す
る
の
は
得
策
で

な
い
と
の
こ
と
で
、
地
区
計
画
を
策
定
す
る

方
向
に
至
っ
た
。

Ｑ

現
在
緑
化
率
20
％
で
本
条
例
で
は
緑
化

率
10
％
以
上
と
し
た
の
は
新
た
な
可
能
性
を

示
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

周
辺
の
土
地
利
用
や
自
然

環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
つ
つ
、
立
地
条
件

の
緩
和
に
よ
る
企
業
進
出
促
進
で
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　義務教育を受ける児童生徒のた
めに、一人一台の学習用パソコン
と高速ネットワーク環境などを整
備する国の５年間の計画があり、
町では新型コロナウイルス対策等
に伴う教育環境整備のため、従来
の計画より前倒しで実施する。

立地条件緩和で新たな可能性へ
　本会議に上程された「山北町原耕地地区地区計画の区域内における建築物の制限に
関する条例の制定」は総務環境常任委員会に付託され、委員会にて条例審査を行い、
本会議において全員賛成で可決した。

＜この条例のポイントは？＞
原耕地地区の一部（商業施設）において、建築物に関する制限を定め、
適正な都市機能と健全な都市環境を確保するもの。

新
規
条
例
審
査

条例の対象となる原耕地地区商業施設の緑地

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
教
育
環
境
整
備

GIGAスクール
構想ってなに？

　新型コロナウイルスに伴う臨時休業によ
り、学習の不安をサポートするために今年
の７月より中学３年生を対象に、「英語」と
「数学」の学習支援塾がはじまりました。
① 実施日：来年の１月まで金曜日を中心に
全24回

② 講師：広域通信制「鹿島山北高等学校」
を運営している（株）山北学園の教諭。

「やまきた塾」ってなに？

※「鹿島山北高等学校」…旧三保中学校の跡地を利用し、
通信制高等学校として平成29年に開校。令和元年度の
生徒数は693人です。

生涯学習センター



やまきた 議会だより 令和 2年 8月　№202

89

やまきた 議会だより令和 2年 8月　№202

原稿は、質問者本人が作成しています。

堀口  恵一  議員

問山北町内全戸を含む町民にとって適切なWi-Fi環境を
答 役場庁舎ほか公共施設などに整備をしていく

一
般
質
問

問

山
北
町
内
全
戸
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
が
必
要
と
考
え
る
が
町
は
ど
う
考

え
る
か
。

答　
将
来
的
に
は
医
療
、
福
祉
、
健

康
、
子
育
て
、
見
守
り
な
ど
様
々
な
分

野
で
の
活
用
も
期
待
さ
れ
る
が
、
現
時

点
で
は
全
戸
に
ま
で
は
必
要
な
い
と
考

え
る
。

　
問

町
内
公
共
施
設
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
出
向
い
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
災
害
時

に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ふ
る

さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
３
ヶ
所
に
は

既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

の
町
内
公
共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
備

設
置
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
「
防
災
対
策
」
を
目
的
と
し
て

町
が
指
定
す
る
避
難
所
や
、「
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
目
的
と
し
て
役

場
庁
舎
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
中
心
に
整
備
し

て
い
く
。

　
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

で
３
密
行
動
が
制
限
さ
れ
、
代
替
の

活
動
が
推
進
さ
れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
、
テ
レ
ビ
会
議
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
見
守
り
な
ど
の
現
実
性
、実
用
性
、

重
要
性
が
示
さ
れ
た
。ま
た
各
個
人
、

各
家
庭
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
問
題
も

露
呈
さ
れ
た
。

　
山
北
町
で
は
既
に
光
回
線
が
三
保

地
区
な
ど
山
地
も
含
め
敷
設
さ
れ
て

い
る
が
、
町
内
各
戸
全
部
が
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
機
器
を
利
用
で
き
る
状
況
に
は

な
っ
て
い
な
い
。こ
こ
に
情
報
格
差
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
格
差
が
生
ま
れ
る
原

因
が
あ
る
。ま
た
、合
理
化
、情
報
化
、

情
報
機
器
高
度
利
用
が
進
ま
な
い
原

因
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

問　
光
回
線
は
、
町
内
全
域
に
敷
設

さ
れ
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
月
額
６
０

０
０
円
と
高
額
で
あ
る
た
め
十
分
利
用

さ
れ
て
い
な
い
。
組
合
を
作
り
、
１
軒

分
の
回
線
を
地
続
き
隣
６
軒
で
分
配

し
、
使
用
す
れ
ば
お
お
よ
そ
月
額
１
０

０
０
円
と
低
額
に
な
る
。
町
の
後
ろ
支

え
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

問　
現
時
点
で
町
が
後
方
支
援
す
る

考
え
は
な
い
。

町内全戸に必要と思われるWi-Fi環境

Wi-Fi設備設置で住民サービス向上へ

Wi-Fi設備設置で防災対策向上へ

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 子どもたちの学習機会が保障される環境を

和田  成功  議員

答学習動画の配信など活用を進める

一
般
質
問

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
学
校
の
臨
時
休

業
が
長
期
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
保
障
・
学
習
格
差
等
が
危
惧
さ

れ
る
。

　
今
後
、
感
染
拡
大
の
第
２
波
・
第

３
波
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
臨
時
休
業

中
に
あ
っ
て
も
、
学
習
を
支
援
す
る

た
め
の
可
能
な
限
り
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
確
保

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
質
問

す
る
。

問　
児
童
生
徒
が
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
、
学
習
や
学
校
と
の

関
係
を
継
続
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
「
心
身
や
生
活
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
、
心
の
状
態
を
把
握
し
、
継

続
的
に
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

三
保
小
学
校
で
は
、
双
方
向
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
実
施
し
、
今
後
も
活
用
で

き
る
と
考
え
る
。

　

川
村
小
学
校
と
山
北
中
学
校
で
は
、

環
境
が
十
分
整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
機

器
の
貸
し
出
し
を
行
い
、
学
習
動
画
の

配
信
だ
け
で
な
く
、
課
題
の
配
信
や
回

収
、健
康
観
察
等
に
も
活
用
し
て
い
る
。

問　
避
難
所
の
円
滑
な
運
営
を
す
る

た
め
、（※

）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

感
染
拡
大
防
止
措
置
対
策
等
は
ど
う
考

え
る
か
。

答　
指
定
し
た
避
難
所
以
外
に
、
公

共
施
設
や
地
域
施
設
を
避
難
所
と
し
て

開
設
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　

受
付
で
は
検
温
に
加
え
、
体
調
を
確

認
し
、
手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
努
め
る
。

問　
体
調
等
配
慮
を
要
す
る
避
難
者

等
に
対
し
、
避
難
所
に
保
健
師
等
の
配

置
が
必
要
で
は
。

答　
避
難
所
開
設
が
長
期
化
す
る
場

合
は
、
保
健
師
等
が
避
難
所
を
巡
回
し

健
康
状
態
等
を
確
認
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問　
公
助
の
取
り
組
み
は
。

答　
備
蓄
品
等
の
整
備
や
避
難
所
の

円
滑
な
運
営
に
努
め
、
防
災
力
の
あ
る

町
に
し
て
い
き
た
い
。

（※

）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

リ
ス
ク
の
特
定
・
分
析
・
評
価

を
網
羅
す
る
プ
ロ
セ
ス

問
避
難
所
運
営
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を

答
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
努
め
る

健康福祉センターも避難所として検討中



1011

やまきた 議会だより 令和 2年 8月　№202やまきた 議会だより令和 2年 8月　№202

更に便利に！町のアイデアが望まれる公共交通

いち早く始まった三保小学校でのオンライン授業

二人用テント型

段ボール製の間仕切り

家族向け６畳ユニット

問 ICTを活用した教育を日常に
答授業に積極的に活用していく

一
般
質
問

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 新型コロナ禍が続く中での避難所運営を問う
答国の対応指針を参考に感染予防を講じる

一
般
質
問

問　
過
去
の
台
風
の
経
験
か
ら
町
が

避
難
所
運
営
に
お
い
て
新
た
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
は
何
か
。
エ
ア
ー
ポ
ン

プ
の
購
入
と
か
、
段
ボ
ー
ル
製
の
間
仕

切
り
の
用
意
等
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
避
難
所
用
間
仕
切
り
と
し
て
、

家
族
向
け
に
６
畳
用
ユ
ニ
ッ
ト
、
少
人

数
用
に
２
人
用
を
備
蓄
し
て
い
る
。
ま

た
、
情
報
を
得
る
た
め
の
テ
レ
ビ
、
携

帯
電
話
の
充
電
器
を
用
意
し
て
い
る
。

問　
岸
、
向
原
地
区
の
人
た
ち
か
ら

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
は
大

変
で
あ
る
と
の
声
を
聞
く
。
学
校
の
開

放
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答　
昨
年
ま
で
は
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
空
調
設
備
や
畳
敷
き
の
部
屋
の
あ
る

避
難
所
を
開
設
し
た
が
、
今
年
か
ら
は

従
来
通
り
に
、
学
校
も
避
難
所
と
し
て

開
設
す
る
。

問　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
対
応
は
。

答　
避
難
者
と
ペ
ッ
ト
の
住
み
分
け

や
導
線
の
分
離
が
可
能
な
避
難
所
で
あ

れ
ば
、
他
の
避
難
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
げ
る
と
考
え
る
の
で
、
現
在
、
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
の
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て

い
る
。

清水  明  議員

原稿は、質問者本人が作成しています。

問　
専
門
家
の
派
遣
は
、
学
習
の
遅

れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
新
し
い
学

校
の
形
を
作
っ
て
い
く
上
に
も
重
要
な

位
置
づ
け
と
な
る
。

　

早
急
に
予
算
措
置
を
図
り
、（※

）Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
設
置
を
す
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
教
育
環
境
を
整
え
る
の
は
町
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
予
算
措

置
を
図
っ
て
い
く
。

（※

）Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

文
部
科
学
省
が
学
校
に
配
置
を
推

奨
す
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信

技
術
）
活
用
を
支
援
す
る
専
門
家

問　
循
環
バ
ス
に
も
利
用
で
き
る
と

更
に
便
利
に
な
る
と
思
う
が
。

答　
循
環
バ
ス
を
便
利
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
ア
イ
デ
ア
は
あ
る

が
、
シ
ル
バ
ー
定
期
券
へ
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
バ
ス
会
社
と
の
調
整
の
中
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
タ
ク
シ
ー
券
の
シ
ル
バ
ー
定
期
券
へ
の
利
用
拡
大
を

答
導
入
し
て
い
き
た
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
の
臨
時

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
長
き
に
渡

り
学
習
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
。

　
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て

も
、
学
び
の
機
会
を
止
め
る
こ
と
の

無
い
よ
う
事
前
の
対
策
が
重
要
で
あ

る
と
痛
感
し
次
の
質
問
を
す
る
。

　
問　
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
、
今

回
培
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
技
術
を

活
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を

続
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答

動
画
の
活
用
や
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
そ
の
場
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
日
常
の
授
業
に
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
。

　
今
年
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を

前
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
越

境
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
避
難
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
心
配
す
る
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。避
難
所
は「
３
密
」

に
な
り
や
す
く
、
大
規
模
な
ク
ラ
ス

タ
ー
も
発
生
し
や
す
い
。
町
と
し
て

対
策
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

質
問
す
る
。

　
問　
国
は
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
分
散
避

難
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
対
策
を
取
る

よ
う
通
知
し
た
が
、
山
北
町
の
対
応
は
。

答

国
の
対
応
指
針
を
参
考
に
、

町
と
し
て
は
避
難
所
に
お
け
る
徹
底

し
た
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
本
年
度
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
（
以
後
、「
タ
ク
シ
ー
券
」）
が
富

士
急
湘
南
バ
ス
（
以
後
、「
バ
ス
会

社
」）
の
回
数
券
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
高
齢
者
の
行
動
範
囲
の
拡
大
が

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用

範
囲
を
シ
ル
バ
ー
定
期
券
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
再
考
す
る
べ
き
で
あ
る

と
思
い
質
問
す
る
。

　
問　
シ
ル
バ
ー
定
期
券
へ
の
利
用
希

望
者
に
は
タ
ク
シ
ー
券
と
の
差
額
分
を

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
問
題
な
く

導
入
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答

バ
ス
会
社
か
ら
は
前
向
き
な

回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今

後
、
導
入
し
て
い
き
た
い
。

石田  照子  議員
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問新たな避難所対策を
答教室の開放や地域施設を開設する

一
般
質
問

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
避
難
所

設
置
に
も
新
た
な
対
策
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
感
染
症
対
策
と
し
て
多
く
の
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
と
な
る
。
運
営
に
も
人
手
が

求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
福
祉
避
難
所
の

指
定
や
大
災
害
が
起
き
た
場
合
に
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
早
急
な
準
備

が
必
要
と
考
え
質
問
す
る
。
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原稿は、質問者本人が作成しています。

問

福
祉
避
難
所
を
町
独
自
に
開

設
し
な
い
の
か
。

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
活
用
で
き

な
い
の
か
。

答　
町
内
の
７
か
所
の
介
護
施
設
と

の
間
に
お
い
て
締
結
し
た
、
山
北
町
災

害
時
等
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
施
設
と

の
協
定
に
よ
り
、
避
難
所
で
の
避
難
生

活
が
困
難
と
思
わ
れ
る
方
を
こ
れ
ら
の

施
設
で
受
け
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
調
整

し
て
い
く
。

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
避
難
所
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
問

避
難
所
の
増
設
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答　
川
村
小
学
校
・
山
北
中
学
校
を

開
設
す
る
。
体
育
館
の
ほ
か
教
室
も
開

放
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
希
望
が
あ
れ
ば
地
域
施
設
も

開
設
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
問

地
域
の
避
難
所
に
食
料
は
備
蓄

で
き
る
か
。

答　
届
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
の

あ
る
共
和
地
区
や
三
保
地
区
は
備
蓄
し

て
い
る
。

　

指
定
避
難
所
に
は
備
蓄
す
る
が
、
そ

れ
以
外
の
地
域
の
避
難
所
に
は
、
町
で

届
け
る
。

問　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
開
設
は
想
定
し
て
い
る
か
。

答　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
他
地
域

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が

困
難
に
な
っ
た
時
は
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

等
で
開
設
に
向
け
町
民
へ
の
協
力
を
働

き
か
け
る
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
研
修
会
を

実
施
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織

化
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
現
在
12
名

が
登
録
し
て
い
る
。

災害に伴うボランティア活動等について学ぶ参加者

災害に伴うボランティアセンターの運営の演習

テントを使った間仕切り

瀬戸  恵津子  議員

たくさんご意見いただきました
　　　　　広報モニターアンケート
４月からご協力いただいている15名の議会広報モニターのみなさんに、201号の
アンケートに回答していただきました。より良い広報紙となるようご意見を今後の
編集に活かしていきます。いただいた回答の一部をご紹介します。

※全集計結果はホームページに
　掲載しています。

◆
今
ま
で
は
単
色
刷
り
だ
っ
た
が
、
今

回
か
ら
緑
色
が
取
り
入
れ
ら
れ
明
る

く
メ
リ
ハ
リ
が
出
て
き
て
よ
か
っ
た
。

◆
場
所
や
施
設
の
写
真
の
説
明
に
地
区

名
や
自
治
会
名
が
入
っ
て
い
る
と
、

少
し
は
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

の
で
は
。

◆
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
の
井
戸
端
会

議
で「‶

ぎ
か
お
と

‶読
ん
だ
？
」
み

た
い
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。

～その他のご意見～

◆
議
案
審
議
の
結
果
の
各
項
目
内
容
に

つ
い
て
、
一
般
の
方
は
理
解
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

◆
全
体
的
に
無
駄
な
ス
ペ
ー
ス
が
気
に

な
る
。

◆
ス
カ
ス
カ
し
て
い
る
。
未
完
成
の
原

稿
を
見
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象

す
ら
見
え
た
。

◆
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
重
点
的
に
実

施
し
た
い
項
目
な
ど
を
特
記
す
る
と

わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

～定例会の予算審議のページについて～

◆
専
門
的
な
用
語
、
言
葉
に
対
し

て
説
明
文
が
あ
る
と
わ
か
り
や

す
い
。

◆
読
ん
だ
人
が
口
コ
ミ
で
近
所
の

人
た
ち
や
友
達
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思
う
。

◆
紙
面
と
し
て
は
大
変
充
実
し
て

よ
い
と
思
う
の
で
す
が
、
紙
面

だ
と
若
い
世
代
が
読
ま
な
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
な
ど
？

～議会だよりを多くの人に読んで
　もらうためにどのような
　　　　　紙面にしたらいいか～

◆
も
う
少
し
中
を
見
て
み
よ

う
と
思
わ
せ
る
工
夫
が
あ

る
と
い
い
の
で
は
。

◆
知
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が

出
て
き
て
い
た
の
で
成
長

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
目
次
を
太
字
に
す
る
と
見

や
す
い
と
思
う
。

～表紙裏表紙について～



　さっそく、その成果として、通称名で議会活動が
できるようになりました。また、議員の資質向上と
町民の皆さんとの意見交換、相談の場として議員控
え室内に「ミーティングルーム」を設けました。
　住みやすい山北町づくりを推進するためさらに頑
張ります。
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庁舎内での注意喚起

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
重
点
医
療
機
関
と
し
て
、
日
々
、
治
療
に
奮

闘
さ
れ
て
い
る
県
立
足
柄
上
病
院
に
お
い
て
、
治
療
に
係
わ
る
物
資
が

不
足
し
て
い
る
と
の
一
報
を
受
け
、
去
る
５
月
18
日
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
１
５
０
０
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
４
０
０
枚
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
シ
ガ

ラ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
届
け
ま
し
た
。　
　
　

　

医
療
物
資
の
不
足
は
大
変
深
刻
で
、
医
療
従
事
者
の
命
を
守
る
防
護

服
は
品
薄
、
早
急
に
は
手
に
入
ら
ず
、
不
織
布
を
使
っ
て
病
院
内
で
手

作
り
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

６
月
に
入
り
、
感
染
者
も
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
ま
し
た
が
、
な
ん

と
い
っ
て
も
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
で
す
の
で
、
第
２
波
、
第
３
波
を
警
戒
し
、

ま
だ
ま
だ
準
備
は
必
要
で
す
。

　

県
立
足
柄
上
病
院
の
医
師
、
看
護
師
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
お
体
を

大
切
に
、
そ
し
て
心
よ
り
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

足柄上病院の皆様に
感謝申し上げます

　新型コロナウイルス感染症が拡大し、県内に
おいても複数の市町で感染例が報告されており
ます。山北町（７月１日現在）においては感染
の報告はありませんが、町内経済の状況も心配
されるところであり、町民の皆さまからは不安
の声も多数伺っております。
　議会としては、手指消毒や咳エチケット等の感
染予防対策を徹底するとともに可能な限り３つの
密を避け議会活動に取り組んでおり、オンライ
ン会議も視野に入れ、今後の議会活動にも活用
することを検討していきたいと考えております。
　議会は、町民の皆さまの生命と健康を守るた
め、議員一丸となり、「新しい生活様式」を踏
まえ、町と共に新型コロナウイルス対策等に取
り組んで参ります。

　平成23年に「住み良いまちづくりのために議会
改革を行う」ということを目的に発足し、以来、
「議会基本条例を順守し、信頼され前に進む議会を
目指して」、平成25年１月、平成31年３月の２回
にわたり、審査報告を提出してきました。
　今後、より一層町民の皆さんとの対話を深め、さ
らなる議会改革を進めるため、再度あり方検討委員
会を立ち上げ、議会の「見える化、見せる化」を
キャッチフレーズに、地方分権時代の中で町民の皆
さんの理解を得ながら議会機能の強化を図り二元代
表制の役割を果たしていくことを目的に、３つの小
委員会を構成し検討を進めています。あわせて、議
員の「働き方改革」も進めていきます。

傍聴席のソーシャルディスタンス

たた 議会だより議会だより 令和 2年８月　№202令和 2年８月　№202

議会における
　　新型コロナウイルス感染症対策

あり方検？ってなんだ？？

町・議会の活性化を目指す

正しくは「議会のあり方検討委員会」といいます。

定
数…

真
に
必
要
な
定
数
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
含
め

て
方
向
性
を
出
し
ま
す
。

な
り
手
不
足…

誰
も
が
立
候
補

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
追
求
し

ま
す
。

定数問題小委員会

議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
検
討
し
ま
す
。

議
会
中
継
、
ネ
ッ
ト
配
信
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

ICT活用小委員会

大
学
・
高
校
等
と
の
交
流
連
携

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
、
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
導
入
へ

次世代育成小委員会

湯河原町議会でタブレット活用を学ぶ

ミーティングルームで打合せする正副委員長



「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
」
に

　
　
　
　
　
　

山
北
ら
し
い
学
校
生
活
を

山
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長　

髙
橋

栄
治
さ
ん
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山北中学校PTA本部役員のみなさん

　

令
和
２
年
度
の
山
北
中
学
校
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
異
例
の
６
月
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん

だ
新
一
年
生
の
姿
は
新
鮮
に
も
感
じ
ま

し
た
が
、
２
か
月
も
経
過
す
る
と
中
に

は
す
っ
か
り
成
長
を
感
じ
取
れ
る
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
は
、
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
書

記
を
含
め
、
５
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
体
育
祭
は
、
９
月
に
延
期
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
実
施
し
て
き
た
行
事
も
時
期
や
形

を
変
え
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
先
も

ま
だ
見
え
な
い
脅
威
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、新
し
い
生
活
様
式
・

教
育
環
境
に
向
き
合
い
、
様
々
な
活
動
に
対
し
、
保
護
者
・
地
域
・

学
校
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
山
北
町
の
中
学
生
ら

し
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
２
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
社
会
経
済
も
再
開
し
、
町
に
元
気

な
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
相
次
い
だ
豪
雨
災
害
。
完
全
な

災
害
復
旧
工
事
も
終
わ
ら
な
い
中
、
ま
た
こ
の
季

節
を
迎
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

同
時
に
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
行
動
や
避
難
所
の

あ
り
方
な
ど
も
早
急
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

議
会
も
、
前
号
か
ら
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度

の
導
入
、
７
月
か
ら
は
休
止
し
て
い
た
「
お
し
ゃ

べ
り
カ
フ
ェ
」
の
再
開
な
ど
、
町
民
と
直
接
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
、
一
日
で
も
早
く
安
心
・
安
全

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
児
玉
洋
一
）

編
集
後
記

広
報
分
科
会　
　
　
　

会　

長　

冨
田
陽
子

副
会
長　

堀
口
恵
一

委　

員　

和
田
成
功

清
水　

明

児
玉
洋
一

遠
藤
和
秀

山北町ホームページ

議会ホームページ

→町議会のアイコンをクリック

庁舎内テレビでも放映しています
お問い合わせ
議会事務局75-3653

議会の傍聴においでください議会の傍聴においでください
第３回定例会（予定）

9月4日（金）～9月4日（金）～

日　時：8月20日（木）10：00～15：00
場　所：役場4階議員控室内
　　　　　　　ミーティングルーム
問合せ：議会事務局（75－3653）

　皆さまとの意見交換の場として開催している「おしゃべり
Cafe」は、新型コロナウイルスの影響で一時中断していまし
たが、感染予防対策を講じた中で、７月より再開しています。
　８月の開催は次のとおりとなります。感染予防のため、
人数調整をさせていただく関係で事前申込制となります。
開催日の前日までに電話にてお申し込みください。

を開催します




